
基本理念「伝える、まもる」

思いと覚悟を持って、後世に
伝えていく人がいなければな

らない

後世へ、全国へ、全世界へ震
災を伝える

みらいの人、体験していない
遠くの人へ伝える

孫子の代まで伝えていく。受
け止める人があっての伝承で

ある

30年後、50年後、100年後に
初めて石巻を訪れた方々へ伝
えるということを一番に考える

今後、津波被害が懸念される
地域をターゲットに啓蒙活動を

行う

思いを持って行動する人が震
災伝承を担う

石巻市民や国内外の人々へ伝えるとともに、将来の世代に向けて、50年、100年
先まで東日本大震災を伝えていく。いつかまた大きな災害が起こったときに一つで
も多くの命を守るために、思いと覚悟を持って後世まで伝えつないでいく

基本理念「学ぶ、行動する」

自然災害も人間の心掛けや
努力、対策によって防げる部
分があるから、伝承、教育を

行う必要がある

未来に生きる子どもたちや今
を生きる人たちに、それぞれ
の地で防災について考えても
らうために震災を伝えていく

日ごろ防災行動につながる

内容に直接触れる機会がない
人でも学ぶことのできる場をつ

くる

未来に生きる人たちに・今を生
きる人たちに「自分の命は自
分で守る」ことを伝え、「自分で
判断し行動する子」を育成す

る

今後このような災害を未然に
最小限度に防げるように、行
政主導で防災教育を行う

自然災害の発生自体を防ぐことはできないが、人の心がけや対策、努力によって被
害を減らすことはできる。防災意識を育み、災害発生時に自他の命を守る行動につ
ながるよう、一人一人が自然災害を自分事として捉え、主体的に学び考えるための
場やきっかけをつくる

祈念公園、伝承施設、プログ
ラムなどがあることで、次の災
害で亡くなる方を一人でも減ら
せるように、震災を伝えていく

起きた悲劇を伝えて二度と同
じ悲しみを生まないようにする
ため、震災を伝えていく。自然
災害への対策、起きたことの
恐ろしさを体で感じられるよう

に残していく

起きた悲劇を伝えて二度と同
じ悲しみを生まないようにする
ため、震災を伝えていく。自然
災害への対策、起きたことの
恐ろしさを体で感じられるよう

に残していく

基本方針 「何を伝えるか」

震災遺構周辺が石巻の震災
の全容を示すものでもない。
水産都市石巻の視点からとら
えれ、旧北上川東岸の湊・渡

波地区も取り上げる

日和山、門脇、大川ばかりで
はなく、湊、渡波のような津波
被害の大きな地域についても

伝承をする

南浜だけではなく、牡鹿、雄勝、
渡波などについても伝承をす

る

市内でも地域ごとに被害の状
況が異なるなか、地域ごとに
役割分担し震災を伝えていく

自然の偉大さ、人間の限界、あの
日までの日常、あの日にとんでも
ないことが起きたこと、あの日から
の苦悩をなど、大変なことがたくさ
んあったのだということをそのまま

丸ごと伝える

広域で多様な被災地域とそれぞれに異なる被災状況、震災前後の出来事、思いなど、
震災を巡るたくさんのことを、そのまま丸ごと伝えていく

「人間と自然とが、どう共存・
共生し生きていくのか？」さら
には「地球環境問題」ともリン
クさせる

震災で得られた様々な「知見・
経験・研究成果・情報」、「歴
史・風土・伝統芸能・食文化・
祈り」などを多面的に全世界
中へ、アピールする

震災のメカニズムの分析、将
来的な対応策等の研究を行う
学術研究機能を備えた施設を

つくる

（参考）これまでの会議での意見とたたき台への反映状況



最小のコミュニティーである家
族の中で伝承をする。備えや
災害時の待ち合わせ場所・待
機日数などを決めておく

基本方針 「誰に伝えるか」②

未来永劫、伝承する「仕組み」
を、学校・地域・家庭・行政・企
業など、多方面にわたって構

築していく

家庭、学校、職場、町内会など様々なレベルのコミュニティで震災伝承に取り組み、
防災について考えていく

未来に生きる子どもたちや今
を生きる人たちに、それぞれ
の地で防災について考えても
らうために震災を伝えていく

日ごろ防災行動につながる

内容に直接触れる機会がない
人でも学ぶことのできる場をつ

くる

学校教育に携わる人へ伝える

子どもが、石巻内外、国内外
で、さらに次の世代に震災を
伝えられるように、若い人が積
極的に語り交流できる場をつく
る。学校教育とリンクさせる

基本方針 「誰に伝えるか」①

これからの世界を生きる日本中、世界中の人々のより良いくらしにつながるように
世界規模で発信する

地球規模で自然災害のことを
発信する

世界へ「情報発信」する

・震災で得られた様々な「知
見・経験・研究成果・情報」、
「歴史・風土・伝統芸能・食文
化・祈り」などを多面的に全世
界中へ、アピールする

後世へ、全国へ、全世界へ震
災を伝える

みらいの人、体験していない
遠くの人へ伝える

孫子の代まで伝えていく。受
け止める人があっての伝承で

ある

基本方針 「どうやって伝えるか」①

つなぐ館のように、伝承のでき
る常駐者を全ての情報館にお

く

資料館、研修施設、慰霊碑な
どと防災教育、語り継ぐ人の

活動とを連動させる

施設があるだけでなく、そこで
伝える人が大事

震災遺構には補足説明する
資料館を併設する

ハードの整備も重要だが、伝
える人材が一番大切であり、
語り継ぐ次の世代も育てていく

残された施設の真意を伝える
には、語りの高度な専門性と
道具立てが不可欠。語り部を
養成するとともに、運営方法を

検討する

伝承の受け手の多様なニーズにも配慮し、遺構や展示施設などのハードと、人の語
りや案内、交流といったソフトの手法を複合的に用いて伝えていく

震災遺構をまちづくりに活か
す

基本方針 「どうやって伝えるか」②

地域で発生した取り組みを大
切にして、地域に根差した活
動を数多く続けていくための、
人が介在するしくみをつくる

地域の住民が代々活動に携
わりながら次の世代に伝えて
いくような「地域に根差した伝
えるしくみ」と、行政がそれを
永続的にバックアップし守って

いくしくみをつくる

石巻でも自主的かつ継続的な
活動を生み出す仕組みをつく

る

地域住民が震災伝承、施設の
維持・管理、地場産品の販売
など「地域おこし」も担う活動

に取組む

中越の「郷見庵」のような、地
域の人たちの交流の場であり
震災伝承の場となるような施

設をつくる

地域の人が日常的に集まり活
動しながら、外からの来訪者と
も交流できるような施設を各
地域につくり、地域住民自身
が運営を行い、それをサポー
トするような体制を整える

施設で学んだ子どもが、石巻
内外、国内外で、さらに次の世
代に震災を伝えられるように、
若い人が積極的に語り交流で
きる場をつくる。学校教育とリ

ンクさせる

未来永劫、伝承する「仕組み」
を、学校・地域・家庭・行政・企
業など、多方面にわたって構

築していく

ハードの整備も重要だが、伝
える人材が一番大切であり、
語り継ぐ次の世代も育てていく

新たな担い手を育て次の世代につなげるしくみ、地域に根差し地域のまちづくりに
もつながるしくみをつくり、それを支えていく

現在の伝承者と来訪者が求
めているものと、会議参加者
が伝えたいものにずれが生じ
ないように、お互いの意見を

共有する

伝えたいことを対象に受け
取ってもらうための多様なコ
ミュニケーションのあり方を生

み出す

多様な来訪者のあり方（家族
連れ、子どもだけなど）に対応
した、学びたいときに学べる施

設をつくる


